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本研究は、e テスティング及びパフォーマンステストの運用
上の問題点である、e テスティングの経年的な測定誤差の増
加、パフォーマンステストにおける評価者特性における測定
誤差を抑制するアルゴリズムや手法を考案し、安定的な運用
が可能になるプラットフォームを開発することを目標として
いる。 

e テスティングやパフォーマンステストは、現在様々な資格
試験等で実施されている。異なるテストを受けても同一の尺
度で評価が行われるためには、本研究で挙げた運用上の問題
点の解決が重要な課題であることから、本研究の社会的有用
性は高く、その裏付けとなる理論的な研究成果が期待される。 
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